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プロダクトとプロセスプロダクトとプロセス

関心は交替関心は交替

プロダクト

プロセス



学界では学界では

プロセスプロセス
ICSE 1987 ICSE 1987 (in Monterey) (in Monterey) 基調講演基調講演
Lee Lee OsterweilOsterweil, , ““Software processes are software Software processes are software 

tootoo””
ISPW ISPW (International Software Process Workshop) (International Software Process Workshop) 

19841984--9494

アーキテクチャーアーキテクチャー
ICSE 1993 ICSE 1993 (in Baltimore) (in Baltimore) 基調講演基調講演
Anita Jones, Anita Jones, ““Software ArchitectureSoftware Architecture””
M. Shaw & D. M. Shaw & D. GarlanGarlan, , ““Software Architecture,Software Architecture,”” 19961996



経営学分野でも経営学分野でも

ビジネス・プロセスビジネス・プロセス
BPRBPR

Michael Hammer, Michael Hammer, ““Reengineering the Reengineering the 
Corporation,Corporation,”” 19931993

もの造りのアーキテクチャもの造りのアーキテクチャ
藤本隆宏藤本隆宏 「擦り合わせ型アーキテクチャ」「擦り合わせ型アーキテクチャ」

Karl Ulrich，“The role of product 
architecture in the manufacturing firm,”
Research Policy, 1995



9090年代後半：年代後半：
プロダクトプロダクト((設計設計))重視への回帰重視への回帰

ソフトウェア・アーキテクチャソフトウェア・アーキテクチャ(Shaw & (Shaw & 
GarlanGarlan ‘‘96)96)

システム全体の構造システム全体の構造
部品合成としてのシステム組織部品合成としてのシステム組織

大域的制御構造大域的制御構造

通信プロトコル，同期，データアクセス通信プロトコル，同期，データアクセス

物理的分散配置物理的分散配置

規模と性能規模と性能

進化の方向性進化の方向性

設計代替案の中からの選択設計代替案の中からの選択



ソフトウェア・アーキテクチャとはソフトウェア・アーキテクチャとは

計算部品とそれらの相互作用という形でシステムを計算部品とそれらの相互作用という形でシステムを
記述するもの記述するもの

システム要求と構築されるシステムの要素との対システム要求と構築されるシステムの要素との対
応をつけ，設計判断に根拠を与える応をつけ，設計判断に根拠を与える

システム･レベルの性質として，容量，スループッシステム･レベルの性質として，容量，スループッ
ト，整合性，部品の適合性などを考慮ト，整合性，部品の適合性などを考慮

設計は，合成の規則と振舞いの規則を定める設計は，合成の規則と振舞いの規則を定める



建築様式建築様式(Architecture Style)(Architecture Style)

スタイルスタイル((様式様式))の例の例

データフローデータフロー

バッチ列バッチ列

パイプとフィルタパイプとフィルタ

呼び出し･復帰システム呼び出し･復帰システム

メインとサブルーチンメインとサブルーチン

OOOOシステムシステム

層別層別

パイプとフィルタ

核レベル

ユーティリティ

インタフェース

層別



独立部品独立部品
通信プロセス通信プロセス

事象システム事象システム

バーチャルマシンバーチャルマシン
インタープリタインタープリタ

ルールベース・システムルールベース・システム

データ中心システムデータ中心システム
データベースデータベース

ハイパーテキストハイパーテキスト

黒板システム黒板システム

建築様式（２）建築様式（２）

黒板

知識源

知識源

知識源 知識源

知識源

知識源

知識源

黒板システム



モジュール化モジュール化

常に追求の対象（理想，悲願）常に追求の対象（理想，悲願）

部品化，再利用部品化，再利用

モジュールの単位モジュールの単位
手続き，関数手続き，関数

抽象データ型抽象データ型((AdaAda, Modula), Modula)

オブジェクトオブジェクト

コンポーネントコンポーネント



単一視点からのモジュール化へ単一視点からのモジュール化へ
の反省の反省

進化進化(evolution)(evolution)，環境変化への適応性，環境変化への適応性
という問題という問題

関心事の分離関心事の分離(separation of concerns)(separation of concerns)

アスペクトアスペクト指向プログラミング指向プログラミング



「擦「擦りり合合わわせ型」アーキテクチャせ型」アーキテクチャ

喚起力のある言葉喚起力のある言葉

日本のソフトウェア産業の強み日本のソフトウェア産業の強み
きめの細かな顧客対応きめの細かな顧客対応

計画フェーズに時間をかける計画フェーズに時間をかける

開始決定したプロジェクトはめったに中止しな開始決定したプロジェクトはめったに中止しな
いい

日本語という防波堤日本語という防波堤

これらは現在，弱みにもなっているこれらは現在，弱みにもなっている



L. L. BeladyBeladyによるによるAA型ソフトウェアと型ソフトウェアと
BB型ソフトウェア型ソフトウェア

AA型型: : システムの部品となるような，汎用性のシステムの部品となるような，汎用性の
高いもの高いもの

[[例例] ] 汎用サブルーチン，コンパイラ，個別アプリ汎用サブルーチン，コンパイラ，個別アプリ
ケーションケーション

BB型型: : 部品を結合しシステムとしてまとめるも部品を結合しシステムとしてまとめるも
の．領域依存の．領域依存

[[例例] A] A型の大規模型の大規模CADCAD，，CAMCAM，在庫システム，，在庫システム，
などをまとめた，統合ネットワーク型のシステムなどをまとめた，統合ネットワーク型のシステム



日本におけるパッケージソフト日本におけるパッケージソフト
ウェアの低調ウェアの低調

平成平成1177年度でも情報サービス業年間売上年度でも情報サービス業年間売上
高に対し高に対し

受注ソフトウェア開発受注ソフトウェア開発 46.346.3%%

ソフトウェア・プロダクツソフトウェア・プロダクツ ((含含 ゲームソフトウェゲームソフトウェ
ア）ア） 9.49.4%%

ユーザの問題だけでなく，生産側もプロダユーザの問題だけでなく，生産側もプロダ
クト化が弱いクト化が弱い

CADCADなどの例などの例



擦擦りり合合わわせの必要性せの必要性

標準仕様だけでは動かない標準仕様だけでは動かない

一方で調整一方で調整(tailoring)(tailoring)だけでは産業とだけでは産業と
して弱いして弱い

BB型ソフトウェアという意味での本質的型ソフトウェアという意味での本質的
な「擦な「擦りり合合わわせ型アーキテクチャ」がせ型アーキテクチャ」が
向かうべき道だろうか向かうべき道だろうか



B. BoehmB. BoehmによるによるSESEのヘーゲル流史観のヘーゲル流史観

弁証法弁証法
テーゼテーゼ 対対 アンチテーゼアンチテーゼ →→ ジンテーゼジンテーゼ

ソフトウェア工学の歴史ソフトウェア工学の歴史
5050年代年代 ハードウェアと類似ハードウェアと類似 ((テーゼテーゼ))

6060年代年代 工芸的ソフトウェア工芸的ソフトウェア ((アンチテーゼアンチテーゼ))

7070年代年代 形式性と落水型プロセス形式性と落水型プロセス
((ジンテーゼ）ジンテーゼ）

以下続く以下続く



形式と人間形式と人間

プロダクト～形式重視プロダクト～形式重視 vsvs．．
プロセス～人間重視プロセス～人間重視 ？？

Christiane Floyd, “Theory and Practice of 
Software Development,” TAPSOFT’95

岸田孝一さんの推薦論文



プロセスの形式化プロセスの形式化

プロセス・プログラミングプロセス・プログラミング//モデルモデル

プロセスから不確定な人間の要素はなプロセスから不確定な人間の要素はな
るべく排除したいという意図は一部にあるべく排除したいという意図は一部にあ
りり

CMMCMM以降のプロセス評価以降のプロセス評価

評価基準，手続きの形式化という側面評価基準，手続きの形式化という側面



文学的連想文学的連想

記号論，構造主義，ポスト構造主義記号論，構造主義，ポスト構造主義

構造という形式性の探求構造という形式性の探求

テクスト分析から作者や文学史などのテクスト分析から作者や文学史などの
「人間」を排除「人間」を排除

コンピュータ・プログラムは究極の構コンピュータ・プログラムは究極の構
造的テクスト？造的テクスト？



プロセスへの人文科学的アプローチプロセスへの人文科学的アプローチ

文化人類学的アプローチ文化人類学的アプローチ

北欧学派北欧学派

Participatory Design MethodologyParticipatory Design Methodology
Kristen Kristen NygaardNygaard などのノルウェイ派などのノルウェイ派

Joan Joan GreenbaumGreenbaum and and MortenMorten KyngKyng. . 
Design at Work.Design at Work. Hillsdale, NJ: Erlbaum, Hillsdale, NJ: Erlbaum, 
1991.1991.



プロセスは日本が得意か？プロセスは日本が得意か？

TQMTQMの伝統の伝統

「擦り合わせ型アーキテクチャ」を実現「擦り合わせ型アーキテクチャ」を実現
するのも日本的生産プロセス？するのも日本的生産プロセス？

プロセス評価における過剰な数値主プロセス評価における過剰な数値主
義，文書証拠主義に対する批判的方義，文書証拠主義に対する批判的方
向性に期待できるか向性に期待できるか



平凡な結論平凡な結論

プロセスとプロダクトへの関心の交替プロセスとプロダクトへの関心の交替
は今後も続くは今後も続く

学界は振幅が大きいがそれに惑わさ学界は振幅が大きいがそれに惑わさ
れることはないれることはない

プロセスにおける人間的視点と形式プロセスにおける人間的視点と形式
性のバランスの持続的探求性のバランスの持続的探求
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